
参加対象

参加費

申込方法

ワークショップの内容

会　場

お問い合せ

ワークショップの目的

2026 ９.９ 水

9:00〜12:10
　　山梨大学

甲府東キャンパス A2号館12教室

定員

空飛ぶクルマの
活用考察
ワークショップ

空飛ぶクルマの
活用考察
ワークショップ

空飛ぶクルマの社会受容性向上フィールドワーク

地域の未来を考える！地域の未来を考える！

※駐車場はございませんので公共交通機関をご利用ください

・地域住民のみなさま
・事業者のみなさま
・山梨県職員
・連携企業担当者
・山梨大学学生
・令和7年度フィールドワーク​
　実施地域のみなさま

60名 無料

山梨大学 
〒400-8511 山梨県甲府市武田4丁目3番11号　
TEL.055-220-8733　

来賓挨拶 
解説「空クルWiskの概要と現在地」JAL 
　　　 「空クルの実装に向けて」
山梨県
アイスブレイク(自己紹介）
【GW①】「空クル」への疑問・期待・懸念の整理

　　　　　発表および連携メンバーからの回答 
 休憩
【GW②】医療･防災･観光･地域交通･産業･​生活の 
 












各テーマの討議と発表

まとめ総括
 終了 

下記URLまたはQRコードより
お申し込みください
https://x.gd/Hhjs6

・空飛ぶクルマの情報提供
・空飛ぶクルマを考えるグループワーク

申込締切：
2026年8月28日(金)

工学域支援課


9:00-
 9:05-


9:35-
 9:40-

10:40-
10:50-
　
12:00-
12:10-

Time Table

山梨県における「空飛ぶクルマ」の社会受容性向上を​
目的に、産官学連携ワークショップを開催します。​
ワークショップでは、空飛ぶクルマとは？ そして、
空
飛ぶクルマの現在地などを説明するとともに、地域
交
通問題の解決に向けた活用方法を一緒に考えます。

皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

令和7年度に北杜市・早川町・小菅村・富士河口
湖町の4地域でフィールドワークを実施しました。​
特に、医療・防災・観光・地域交通の観点から、​
「空飛ぶクルマ」の活用方法が検討でき、大変有​
意義でした。今年度は、甲府都市圏の皆さまに、​
「空飛ぶクルマ」の情報共有を図るとともに活用​
方法を一緒に考えるワークショップを開催します。

t-kyomu2@yamanashi.ac.jp

共催：山梨大学・山梨県・日本航空・MS&ADインターリスク総研・九州大学
協賛：公益社団法人 日本交通政策研究会

https://teams.microsoft.com/l/message/19:0bbdb579-5a45-4d8d-a01f-39947ee91281_93d6697a-0c55-471f-aa7f-207a75a4c5dc@unq.gbl.spaces/1785907763497?context=%7B%22contextType%22%3A%22chat%22%7D

